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新
座
市
は
一
昨
年
、

「
観
光
都
市
に
い

ざ
・
雑
木
林
と
せ
せ
ら
ぎ

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
計

画
の
認
定
を
受
け
、
国
か

ら
の
支
援
を
得
て
、
今
年

2
月
に
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
ま
と
め
た
。

こ
の
計
画
を
進
め
る
た

め
新
座
市
は
、
3
月
25
日
、

市
役
所
で
「
観
光
都
市
づ

く
り
講
演
会
」
を
開
催
し

た
。須

田
健
治
市
長
は
、
住

ん
で
よ
し
、
訪
ね
て
よ
し

の
ま
ち
を
目
指
し
、
市

内
全
域
を
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
ゆ

く
、
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
国
土
交
通

省
観
光
地
域
振
興
課
長
の

若
林
陽
介
氏
が
、「
観
光

と
地
域
振
興
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。
若
林
氏
は

ま
ず
、
外
国
か
ら
日
本
へ

の
旅
行
者
数
は
、
日
本
人

の
海
外
旅
行
者
数
と
比
べ

る
と
少
な
い
（
但
し
台
湾

を
除
く
）
現
状
を
述
べ
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増

や
す
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い

て
解
説
し
、
わ
が
国
各
地

の
観
光
地
づ
く
り
の
事
例

を
紹
介
さ
れ
た
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
地

域
自
治
体
と
民
間
と
の
恊

働
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

も
っ
た
人
材
が
必
要
で
、

ま
た
関
係
者
の
幅
広
い
連

携
が
必
要
な
こ
と
を
強
調

し
た
。

な
お
新
座
市
の
雑
木
林

や
野
火
止
用
水
は
素
晴
ら

し
い
の
で
、
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
い
、
と
の
考

え
を
示
し
た
。
今
後
、
国

か
ら
の
力
強
い
支
援
が
期

待
さ
れ
る
。
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朝
霞
市
は
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生

機
構
（
旧
都
市
公
団
）
と

の
恊
働
に
よ
り
、
北
口
駅

前
広
場
の
整
備
に
取
り

掛
か
っ
て
い
る
が
、
3
月

26
・
27
日
、
説
明
会
を
開

き
、
大
屋
根
、
照
明
、
景

観
、
鋪
装
な
ど
の
具
体
的

な
事
項
に
つ
い
て
、
市
民

の
提
案
を
求
め
た
。

設
計
、
着
工
の
プ
ロ
セ

ス
で
、
オ
ー
プ
ン
に
議
論

し
、
検
討
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
を
利
用
す
る
市
民
に

と
っ
て
は
一
歩
前
進
と
言

え
る
。

整
備
計
画
案
は
、
誰
で

も
使
い
易
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
基
調
と
し
て

お
り
、
利
便
性
、
安
全
性

を
も
つ
と
同
時
に
、
愛
着

が
も
て
る
駅
前
空
間
の
創

出
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

市
役
所
の
担
当
課
に
模

型
を
展
示
し
、
絵
図
を
加

え
た
検
討
資
料
を
各
公
民

館
・
支
所
・
出
張
所
に
配

置
し
、
意
見
箱
を
置
い
て
、

広
く
市
民
の
意
見
、
提
案

を
求
め
た
（
4
月
3
日
〜

28
日
ま
で
）。
こ
れ
ら
を

参
考
に
し
て
具
体
的
な
事

項
の
決
定
が
な
さ
れ
る
。

志木市が作成した調査報告書

観
光
都
市
に
い
ざ
づ
く
り

理
化
学
研
究
所一般
公
開

県
の
教
育
委
員
会
は

3
月
17
日
、
志
木

市
敷
島
神
社
の
「
田
子
山

富
士
塚
」
ほ
か
4
件
を
県

の
文
化
財
に
指
定
し
た
。

「
田
子
山
富
士
」と
し
て
、

か
つ
て
は
近
郷
の
小
学
生

の
遠
足
で
親
し
ま
れ
た
景

勝
で
、
当
時
は
頂
上
ま
で

登
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
た
記
憶

を
も
つ
人
も
多
い
（
危
険

な
の
で
、
い
ま
は
登
山
禁

止
）。
ま
た
先
年
、
志
木

市
の
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
た
あ
と
、
こ
の
た
び

「
田
子
山
富
士
塚
」
の
名

で
県
の
指
定
と
な
っ
た
の

で
、
い
わ
ば
格
上
げ
で
あ

り
、
ス
ピ
ー
ド
出
世
に
も

な
っ
た
。

富
士
塚
は
各
地
の
「
冨

士
講
」
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
て
い
る
が
、
田
子
山
の

富
士
は
、
富
士
塚
と
し
て

埼
玉
県
の
指
定
1
号
と
な

り
、
そ
の
規
模
、
大
き
さ

（
高
さ
8
・
5
メ
ー
ト
ル
、

円
周
1
2
5
メ
ー
ト
ル
）

は
比
類
が
無
く
、
富
士
山

を
模
し
た
形
、
圧
倒
的
な

数
の
石
碑
を
誇
る
。
溶
岩

は
静
岡
、
山
梨
県
の
富
士

山
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
、

運
搬
に
は
新
河
岸
川
の
舟

運
が
使
わ
れ
た
の
で
は
、

と
推
定
す
る
方
も
い
る
が
、

真
相
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

4
月
17
日
（
月
）
か

ら
23
日
（
日
）
ま

で
、〈
小
さ
な
発
見
未
来

に
つ
な
が
る
第
一
歩
〉
の
標

語
で
知
ら
れ
る
、「
科
学

技
術
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、

和
光
市
の
理
化
学
研
究
所

が
、
22
日
（
土
）
例
年
の

よ
う
に
公
開
さ
れ
、
多
く

の
高
校
生
を
含
む
入
場
者

で
賑
わ
っ
た
。

独
立
行
政
法
人
理
化

学
研
究
所
は
、
大
正
6

年
（
1
9
1
7
）、
自
然

科
学
の
唯
一
の
総
合
研
究

機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

物
理
・
化
学
・
生
物
・
工
学
・

医
科
学
に
わ
た
る
広
範
な

分
野
で
、
基
礎
か
ら
応
用

に
い
た
る
様
々
な
研
究
を

行
な
い
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

研
究
施
設
が
公
開
さ

れ
、
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
高
度
な
内
容
も
含

ま
れ
て
い
た
の
で
、
研
究
所

の
研
究
員
が
、
一
般
市
民

の
質
疑
に
対
し
て
丁
寧
な

応
答
を
行
っ
て
い
た
。

埼
玉
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

志
木
市
田
子
山
富
士
塚

観光都市づくり講演会の会場から

桜が咲くころの田子山富士塚（志木市本町二丁目）

都市計画課に置かれた模型

研究棟の入口付近

市
民
の
声
を
反
映
し
て
進

め
ら
れ
る
・
・
・

朝
霞
駅
北
口
駅
前
広
場

の
整
備



市民プレス　2006 年 5月 1日発行（隔月刊 /無料配布） 2No.27
消
え
た
市
名

い
ま
、
住
居
表
示
を
示

す
地
図
を
見
て
も
、「
与
野

市
」
と
い
う
市
は
な
い
。
平

成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
五

月
一
日
、
浦
和
市
・
大
宮
市
・

与
野
市
が
合
併
し
て
、
あ

ら
た
に
「
さ
い
た
ま
市
」
が

つ
く
ら
れ
た
か
ら
だ
。
さ
い

た
ま
市
は
、
平
成
十
五
年

四
月
一
日
に
は
全
国
で
十
三

番
目
の
政
令
指
定
都
市

と
な
り
、
市
内
に
は
九
の

区
、
の
ち
に
（
平
成
十
七

年
四
月
一
日
）
岩
槻
区
が
く

わ
わ
っ
て
十
の
区
が
お
か
れ

た
。
そ
こ
に
は
、
浦
和
区
、

大
宮
区
、
岩
槻
区
と
い
う

名
は
み
え
る
が
、
与
野
区

と
い
う
名
は
な
い
。
旧
与
野

市
域
は
中
央
区
と
い
う
名

で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

だ
。こ

れ
を
、
旧
与
野
市
民

が
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か

は
別
と
し
て
、
ま
ち
か
ら

与
野
と
い
う
名
が
消
え
た

わ
け
で
は
な
い
。
学
校
名
の

ほ
か
、J
R
京
浜
東
北
線
の

「
与
野
」
駅
、
J
R
埼
京

線
の
「
北
与
野
」「
与
野
本

町
」、「
南
与
野
」
駅
は
残
っ

て
い
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ

ス
停
名
も
の
こ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
然
の
こ
と
で
は

あ
る
が
、
旧
与
野
市
の
中

央
に
通
っ
て
い
る
「
与
野
本

町
通
り
」
の
名
も
健
在
で

あ
る
。

古
い
歴
史
を
も
つ
地
域

新
し
い
市
が
で
き
た
と
き

に
多
く
の
市
で
中
心
的
な

市
街
を
「
本
町
」
と
名
づ

け
た
た
め
か
、
本
町
通
り
と

い
う
文
字
だ
け
を
み
る
と
、

新
し
い
町
と
思
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

与
野
の
本
町
通
り
は
、
江

戸
時
代
以
前
か
ら
の
古
い

歴
史
を
も
つ
地
域
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
通
り
の
呼
び

名
は
「
ほ
ん
ち
ょ
う
」
で
は

な
く「
ほ
ん
ま
ち
」で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
は
十
四
世

紀
ご
ろ
か
ら
市
が
開
か
れ

て
お
り
、
は
や
く
か
ら
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
と
い
っ
て
も
、
与
野
郷

の
中
心
地
と
し
て
整
備
さ

れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の

初
頭
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は

南
部
の
鈴す
ず
や谷
地
区
が
中
心

で
、
鴻こ
う
ぬ
ま沼
の
台
地
上
に
戦

国
時
代
の
今い
ま
み
や
や
か
た

宮
館
、
真ま
つ
ち土

館
な
ど
が
発
掘
、
確
認
さ

れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
館
は
、

い
ず
れ
も
小
田
原
北
条
氏

の
支
城
と
思
わ
れ
、
北
条

氏
（
い
わ
ゆ
る
後
北
条
氏
）

が
豊
臣
秀
吉
軍
に
滅
ぼ
さ

れ
る
と
と
も
に
、
館
は
す
べ

て
取
り
壊
さ
れ
、
記
載
や

伝
承
す
ら
消
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。そ

し
て
、
江
戸
時
代
が
は

じ
ま
る
と
、
あ
ら
た
な
支

配
者
の
も
と
で
、
北
に
あ

る
現
在
の
本
町
地
区
で
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
開
始

さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
い
く

つ
か
の
館
の
あ
っ
た
南
の
鈴

谷
や
上う
え
み
ね峰
地
区
か
ら
、
建

材
・
資
材
な
ど
が
運
ば
れ
、

利
用
さ
れ
た
形
跡
も
あ
る

と
い
う
。

新
た
な
町
づ
く
り

現
在
の
本
町
通
り
は
、

ほ
ぼ
直
線
状
に
な
っ
て
い
る

が
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

際
に
手
を
加
え
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
道
の
両

側
に
は
、
間
口
が
狭
く
奥

行
き
が
長
い
短
冊
状
の
屋

敷
地
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ

は
江
戸
時
代
の
市
街
地
づ

く
り
の
定
石
で
あ
る
。

あ
た
ら
し
い
町
や
村
に

は
、
シ
ン
ボ
ル
・
要か
な
めと
な
る

寺
院
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
西
堀
（
旧
浦
和

市
）
に
あ
っ
た
円え
ん
じ
ょ
う
い
ん

乗
院
が
移

さ
れ
て
き
た
。
幕
末
の
話

に
な
る
が
、
与
野
領
に
あ
っ

た
三
十
八
の
寺
院
の
う
ち
、

二
十
三
は
円
乗
院
の
末
寺

だ
っ
た
と
い
う
。
残
念
な
こ

と
に
文
久
二
（
一
八
六
二
）

年
の
与
野
の
大
火
で
円
乗

院
は
消
失
し
、
本
堂
が
再

建
さ
れ
た
の
は
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）
年
の
こ
と
と
い

う
。本

町
通
り
と
は
、
ふ
つ

う
北
は
小こ
む
ら
た

村
田
氷
川
神

社
（
本
町
東
六
丁
目
）、
南

は
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術

劇
場
近
く
に
あ
る
庚
申
堂

（
本
町
西
一
丁
目
）
ま
で
の

約
一・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
さ

す
。
町
は
こ
の
間
を
北
か

ら
上
町
・
中
町
・
下
町
に

三
分
し
て
、
南
北
の
両
端

の
町
境
に
は
各
一
基
の
庚
申

塔
を
た
て
、
上
町
と
中
町

の
間
、
お
よ
び
中
町
と
下

町
の
間
に
は
地
蔵
菩
薩
立

像
各
一
基
を
た
て
て
町
の
境

と
し
た
と
い
う
。
円
乗
院
の

本
堂
左
手
前
に
建
つ
石
造

菩
薩
地
蔵
立
像
は
、
そ
の

う
ち
中
町
と
下
町
の
境
に

あ
っ
た
も
の
と
い
う
。

三
つ
の
町
の
中
で
も
っ
と

も
距
離
が
長
く
、
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
の
は
中
町
で
、
道

の
両
側
に
は
商
家
が
軒
を

連
ね
て
い
た
。

̶
蔵
造
り
の
残
る
ま
ち̶

安
斎　

達
雄

与よ
の
ほ
ん
ま
ち

野
本
町
通
り
を
歩
く

その25

①　中村行雄 家

②　 旧井原もと 家

③　井原庸次 家

④　井原實 家 ⑦　松本淑 家⑥　中村治平 家⑤　石川久雄 家
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庚
申
堂

中
世
か
ら
の
鎌
倉
街
道

与
野
本
町
通
り
が
、
そ

れ
ほ
ど
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た

の
は
、な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
中
世
以
来
、
鎌
倉

街
道
（
鎌
倉
道
）
が
通
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ

う
。鎌

倉
街
道
の
伝
承
を
も

つ
道
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
る

が
、
そ
の
な
か
で
も
上か
み
つ
み
ち道・

中な
か
つ
み
ち道・

下し
も
つ
み
ち道

の
三
つ
が
主

要
道
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
埼
玉
県
内
を
通
る
の

は
上
道
と
中
道
で
あ
る
。

上
道
は
鎌
倉
か
ら
府
中

（
東
京
都
府
中
市
）・
久
米

川（
所
沢
市
）・
笛
吹
峠
（
鳩

山
丘
陵
）・
菅
谷
（
嵐
山
町
）

を
経
て
藤
岡
（
群
馬
県
藤

岡
市
）
方
面
に
出
る
道
で
、

遺
構
が
も
っ
と
も
残
っ
て
い

る
道
で
あ
る
。
ま
た
、
中

道
は
鎌
倉
か
ら
二
俣
川（
横

浜
市
）・
世
田
谷
・
新
宿
・

川
口
・
大
門
（
浦
和
市
）・

岩
槻
（
さ
い
た
ま
市
）・
杉

戸
（
埼
玉
県
杉
戸
町
）・
栗

橋
（
埼
玉
県
栗
橋
町
）
を

経
て
古
河
（
茨
城
県
古
河

市
）
方
面
に
向
う
道
で
あ

る
。与

野
を
通
る
鎌
倉
街
道

は
、
こ
の
上
道
と
中
道
を

結
ぶ
脇
往
還
（
脇
道
）
で

あ
り
、
本
道
で
は
な
い
に
し

ろ
重
要
な
道
で
あ
っ
た
。
そ

の
経
路
を
略
記
す
る
と
、

所
沢
で
本
道
の
上
道
か
ら

分
か
れ
て
柳
瀬
川
沿
い
（
左

岸
の
場
合
、
右
岸
の
場
合

が
あ
っ
た
）
に
進
み
、
新
座

市
大
和
田
を
経
て
志
木
市

宗
岡
に
至
る
。
ま
た
所
沢

か
ら
富
士
見
市
中
通
を
経

て
志
木
市
宗
岡
に
至
る
道

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
は

羽
根
倉
で
現
在
の
荒
川（
中

世
で
は
入
間
川
だ
っ
た
）
を

渡
り
、
浦
和
市
大
久
保
領

家
を
経
て
与
野
本
町
に
至

る
。
羽
根
倉
か
ら
与
野
本

町
に
至
る
道
は
、
与
野
で

は
羽
根
倉
道
と
よ
ば
れ
て

い
る
。
中
世
の
羽
根
倉
道

は
、
今
宮
館
な
ど
が
あ
る

当
時
の
中
心
地
の
鈴
谷
地

区
を
経
由
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。与

野
を
通
る
鎌
倉
街
道

は
さ
ら
に
北
上
し
、
加
須

市
大お
お
ご
え越

で
中
道
に
合
流
す

る
。
た
だ
し
道
は
た
っ
た
一

つ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

他
の
コ
ー
ス
の
も
の
も
あ

る
。

奥
州
脇
往
還
の
継
立
場

江
戸
時
代
中
期
に
な
る

と
、
こ
う
し
た
鎌
倉
街
道

と
部
分
的
に
か
さ
な
る
よ

う
に
、与
野
本
町
通
り
に
は

「
奥
州
街
道
」
と
呼
ば
れ

る
道
が
賑
わ
い
を
み
せ
て
来

る
。
こ
こ
で
い
う
奥
州
街

道
と
は
、
江
戸
の
日
本
橋

を
起
点
と
す
る
五
街
道
の

一つ
と
し
て
の
幹
線
道
路
で

は
な
く
、
脇
往
還
（
脇
道
）

と
し
て
の
奥
州
街
道
で
あ

る
。
そ
の
コ
ー
ス
は
、
甲
州

街
道
の
日
野
宿
（
東
京
都

日
野
市
）
か
ら
小
川
新
田

（
小
平
市
）・
清
戸
（
清
瀬

市
）・
引
又
（
志
木
市
）、
つ

い
で
羽
根
倉
で
荒
川
を
渡

り
、
与
野
町
・
原は
ら
い
ち市
（
上

尾
市
）
を
経
て
日
光
御
成

街
道
の
岩
槻
宿
（
さ
い
た

ま
市
岩
槻
区
）
に
出
、
そ

こ
か
ら
本
道
の
奥
州
街
道

に
至
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
街
道
の
繁
栄

を
基
礎
に
与
野
町
は
、
正

式
に
は
「
宿し
ゅ
く

」
と
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
元
禄
八

（
一
八
九
五
）
年
二
月
十
八

日
付
け
で
脇わ
き
お
う
か
ん

往
還
（
脇

街
道
）
継つ
ぎ
た
て
ば

立
場
と
し
て
公

認
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に

は
、
宿
場
を
通
る
ご
と
に

リ
レ
ー
式
に
人
や
馬
を
替

え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
う
し
た
施
設
を
継
立
場

と
よ
ん
だ
。
以
後
、
大
名

や
幕
府
役
人
の
公
用
旅
行

者
、
商
人
な
ど
の
人
馬
継

立
て
な
ど
、
宿
場
と
同
様

の
働
き
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
与
野
で
は
中
世

以
来
、
市
が
開
か
れ
て
い
た

が
、
享
保
五
（
一
七
二
〇
）

年
に
は
四
と
九
の
つ
く
日
に

定
期
市
が
た
っ
て
い
た
。

羽
根
倉
か
ら
与
野
本
町
へ

志
木
方
面
か
ら
荒
川
に

か
か
る
羽
根
倉
橋
を
渡

り
、
与
野
本
町
ま
で
の
散

策
を
試
み
て
み
よ
う
。
羽

根
倉
橋
の
旧
浦
和
市
側
に

は
、
か
つ
て
羽
根
倉
河
岸

と
よ
ば
れ
る
河
岸
場
が
あ

り
、
江
戸
浅
草
方
面
に
向

か
っ
て
荒
川
の
舟
運
が
行
わ

れ
て
い
た
。
与
野
町
繁
栄
の

要
因
の
一つ
と
し
て
、
羽
根

倉
河
岸
の
存
在
は
大
き
い
。

羽
根
倉
橋
か
ら
の
道
を

直
進
す
る
と
右
手
に
埼
玉

大
学
が
見
え
て
く
る
。
正

門
の
前
に
く
る
と
左
に
大

き
く
カ
ー
ブ
す
る
道
が
あ

る
の
で
、
そ
の
コ
ー
ス
を
通

る
。
歩
く
の
が
得
意
で
な
い

人
は
、
埼
玉
大
学
ま
で
バ
ス

で
行
き
、
そ
こ
か
ら
歩
き

始
め
る
の
が
良
い
。

し
ば
ら
く
歩
き
つ
づ
け

る
と
、ゆ
る
や
か
な
上
り
坂

（
諏
訪
坂
）
と
な
り
、
左

手
の
高
台
に
諏
訪
神
社
が

見
え
て
く
る
。
こ
の
あ
た
り

か
ら
旧
与
野
市
域
（
現
在

さ
い
た
ま
市
中
央
区
）
と

な
る
。
諏
訪
坂
は
現
在
切

通
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭

和
七
（
一
九
三
二
）
年
の
工

事
ま
で
は
、
高
低
差
の
大

き
さ
に
泣
か
さ
れ
た
坂
と
い

う
。国

道
十
七
号
線
の
陸
橋

を
く
ぐ
る
と
右
手
に
「
彩

の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
」

が
見
え
て
く
る
が
、
わ
れ
わ

れ
は
前
方
で
二
又
に
分
岐

し
て
い
る
道
の
う
ち
、
左

前
方
の
細
め
の
道
を
行
く
。

そ
の
す
ぐ
先
に
庚
申
堂
が

あ
り
、
こ
の
あ
た
り
か
ら

与
野
本
町
通
り
が
は
じ
ま

る
。
さ
ら
に
道
を
北
に
進

む
と
、
左
手
に
鮮
や
か
な

赤
と
白
の
大
き
な
多
宝
塔

を
も
っ
た
寺
院
が
現

わ
れ
る
。
こ
れ
が
与

野
の
名
刹
円
乗
院

だ
。

蔵
造
り
の
建
物
を

歩
く現

在
、
蔵
造
り

の
建
物
（
店み
せ
ぐ
ら蔵
＝

店
全
体
を
蔵
造
り

に
し
た
も
の
）
が

よ
く
残
っ
て
い
る
の

は
、
円
乗
院
か
ら

赤
山
通
り
が
交
わ

る
間
の
、
か
つ
て
の

中
町
地
区
で
あ
ろ

う
。
円
乗
院
か
ら

少
し
北
に
す
す
む

と
左
手
に
埼
玉
県

信
用
金
庫
が
あ
る

が
、
そ
の
手
前
に
あ

る
蔵
造
り
の
建
物

は
井
原
庸
次
家
で
、

文
政
年
間（
一
八
一
八

〜
一
八
三
〇
）
の
建

築
と
い
う
。
江
戸
時
代
に

は
名
主
や
問と
い
や屋
な
ど
を
つ

と
め
る
か
た
わ
ら
、
味
噌

な
ど
の
醸
造
を
行
っ
て
い
て
、

「
南
の
井
原
家
」
と
よ
ば

れ
て
い
た
。
信
用
金
庫
が

建
っ
て
い
る
場
所
に
は
袖そ
で
ぐ
ら蔵

（
店
蔵
な
ど
に
並
立
し
て
建

て
た
小
さ
な
蔵
）が
あ
っ
て
、

明
治
期
に
は
町
役
場
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
す
ぐ
先
の
蔵

造
り
の
家
は
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
年
に
建
て
ら

れ
た
井
原
實
家
で
、
代
々

醤
油
の
製
造
販
売
に
あ
た

り
、
屋
号
を
川
越
屋
と
い
っ

た
。「
南
の
井
原
家
」
か
ら

分
か
れ
た
家
で
、「
北
の
井

原
家
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

目
を
右
手
（
東
側
）
斜

め
後
ろ
に
転
じ
て
、
井
原

庸
次
家
の
ほ
ぼ
向
か
い
側

に
あ
る
の
が
（
旧
）
井
原

も
と
家
で
、
黒
い
金
属
製

の
塀
に
囲
ま
れ
て
い
る
た

め
、上
部
し
か
見
え
な
い
が
、

江
戸
時
代
末
期
の
建
築
と

い
わ
れ
る
。
か
つ
て
は
病
院

だ
っ
た
と
い
う
。

井
原
も
と
家
の
右
隣（
南

隣
）
に
あ
る
の
が
中
村
行

雄
家
で
、
現
在
、
手
打
ち

う
ど
ん
屋
を
営
ん
で
い
る
。

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年

の
建
物
で
、
か
つ
て
は
材
木

商
で
あ
っ
た
と
い
う
。

井
原
實
家
の
少
し
先
、

バ
ス
停
「
本
町
中
央
」
の

前
方
（
北
方
）
斜
め
右
手

（
向
か
い
側
）
に
、
明
治
十

（
一
八
七
七
）
年
前
後
の
建

築
の
石
川
久
雄
家
が
あ
る
。

向
か
っ
て
左
手
に
新
し
い
建

物
が
た
ち
、
植
木
も
あ
る

た
め
見
過
ご
し
や
す
い
が
、

正
面
に
は
漆し
っ
く
い喰

白
塗
り
の

店
蔵
が
見
え
る
。
か
つ
て
は

質
屋
お
よ
び
穀
物
仲
買
問

屋
を
営
ん
で
い
た
。

そ
の
す
ぐ
先
（
北
）、

一い
っ
さ
ん山

神
社
参
道
の
手
前
に

明
治
十
数
年
に
建
築
の
中

村
治
平
家
が
あ
る
。
か
つ
て

は
米
穀
商
を
営
ん
で
い
た
。

店
蔵
の
む
か
っ
て
左
に
は
袖

蔵
も
残
る
。

そ
の
先
、
本
町
通
り
が

赤
山
街
道
と
交
わ
る
北
西

角
に
、
明
治
元
年
〜
三
年

（
一
八
六
八
〜
一
八
七
〇
）
に

か
け
て
建
設
さ
れ
た
松
本

淑
家
が
あ
る
。
ど
っ
し
り
と

し
た
感
じ
の
店
蔵
で
、
本

町
通
り
の
蔵
造
り
の
建
物

で
は
、
も
っ
と
も
完
備
し
た

も
の
と
い
う
。
か
つ
て
は
肥

料
販
売
商
を
営
み
、屋
号
は

「
八
百
屋
」
で
あ
る
。

現
在
残
さ
れ
て
い
る
蔵

造
り
の
店
蔵
は
全
部
で

十
九
軒
と
い
う
が
、
そ
の
う

ち
探
し
や
す
い
与
野
本
町

通
り
の
七
軒
を
み
て
き
た
。

バ
ス
停
埼
玉
大
学
前
か
ら
、

歩
く
だ
け
な
ら
片
道
一
時
間

の
距
離
で
あ
る
。
特
に
か

わ
っ
た
と
こ
ろ
の
あ
る
町
で

は
な
い
が
、
押
し
付
け
が
ま

し
さ
が
な
く
、
素
直
な
気

持
ち
で
歩
き
な
が
ら
、
歴

史
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

円乗院

上
峰
諏
訪
神
社
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朝
霞
市
出
身
の
歌
手

本
田
美
奈
子
．は
、

ア
イ
ド
ル
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

へ
と
成
長
し
、
ス
テ
ー
ジ

か
ら
熱
唱
を
送
り
続
け
て

き
た
。
し
か
し
、デ
ビ
ュ
ー

20
年
、
急
性
白
血
病
を
患

い
、
若
く
し
て
世
を
去
っ

た
。デ

ビ
ュ
ー
後
も
自
宅
か

ら
通
い
、
生
前
、
私
の
一

番
大
切
な
場
所
と
語
っ
て

い
た
朝
霞
で
、
4
月
22
・

23
日
、
追
悼
の
催
し
が
開

か
れ
た
。
朝
霞
市
、
同
商

工
会
な
ど
の
共
催
、
企

画
協
力
は
、
L
I
V
E 

F
O
R 

L
I
F
E
事
務

局
ほ
か
、
協
賛
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
株
式
会
社
。

会
場
で
は
、
在
り
し
日

の
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
、
写

真
と
ゆ
か
り
の
品
が
展
示

さ
れ
た
。
22
日
は
朝
霞
市

民
の
招
待
日
だ
っ
た
が
、

一
般
公
開
さ
れ
た
翌
日

も
、会
場
の「
ゆ
め
ぱ
れ
す
」

（
朝
霞
市
市
民
会
館
）
は

熱
気
に
包
ま
れ
た
。

―
L
I
V
E 

F
O
R 

L
I
F
E
―
と
は
、
人
は

み
ん
な
生
き
る
た
め
に
生

ま
れ
て
く
る
。
し
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直

面
し
た
と
き
、
人
は
悲
し

み
に
う
ち
の
め
さ
れ
、
絶

望
し
て
し
ま
う
が
、
諦
め

て
は
な
ら
な
い
。
ゆ
っ
く

り
で
も
い
い
か
ら
、
も
う

一
度
勇
気
を
だ
し
て
、
前

を
向
い
て
歩
き
出
そ
う
。

こ
の
言
葉
は
一
人
の
歌
手

本
田
美
奈
子
．さ
ん
の
生

前
の
願
い
か
ら
生
ま
れ

た
。
L
I
V
E 

F
O
R 

L
I
F
E
事
務
局
は
、

白
血
病
患
者
の
方
々
と

そ
の
支
援
者
を
組
織
化

し
、
支
援
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
精

力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
（
L
I
V
E 

F
O
R 

L
I
F
E 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp://live-for-life.
org/

）。

LIVE FOR LIFE 
2006 in ASAKA
本田美奈子．追悼

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ

ス
」
は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
編
集
・
発
行
し
、
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L

0
9
0
（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

CREATIV
E BO

O
K

「
首
都
圏
人
」

第
二
号
発
売
御
案
内

暮
ら
し
を
楽
し
む
知
的
な
ヒ
ン
ト
を

与
え
る
「
首
都
圏
人
」
は
季
刊
で
発

行
し
ま
す
。

一
般
書
店
で
販
売
中
で
す
。

「
楽
天
ブ
ッ
ク
ス
」
で
も
。

編集・NPO市民フォーラム
発売・ブッキング

B5版 100ページ、
定価・本体 600円＋税

作
者
の
内
田
栄
信
さ

ん
は
、
か
つ
て
、

本
町
通
り
を
流
れ
て
い
た

「
野
火
止
用
水
」
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
い
て
い
る
カ
ッ

パ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
制
作

し
た
と
語
っ
て
い
る
。

第一回蒼天の会より

ISBN4-8354-7204-7

里神楽を観る、
神楽囃子

を聴く

石
山
裕
雅
、
武
州
里

神
楽
保
存
会
が
主

催
す
る
第
二
回「
雅
の
会
」、

「
蒼
天
の
会
」、
5
月
28
日

（
日
）。

こ
し
が
や
能
楽
堂
で
開

催
（
入
場
無
料
）。

昨
年
、
無
形
民
俗
文
化

財
「
武
州
里
神
楽
」
十

世
、
石
山
裕
雅
の
主
催
に

よ
り
、
第
一
回
が
同
能
楽

堂
で
開
催
さ
れ
、
観
客
に

大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

第
一
部
（
11
時
〜
13
時

30
分
）、
神
楽
囃
子
、
江

戸
囃
子
な
ど
笛
を
中
心
と

す
る
演
奏
。

裕
雅
氏
は
笛
の
名
手
と

し
て
知
ら
れ
、
今
回
の
公

演
で
は
一
門
が
こ
ぞ
っ
て
出

演
さ
れ
る
。

第
二
部
（
14
時
〜
16
時

30
分
）、
里
神
楽 

菩
比
神

使
（
ほ
ひ
の
か
み
つ
か
い
）

ほ
か
。

と
こ
ろ
・「
こ
し
が
や
能

楽
堂
」、
J
R
武
蔵
野
線
南

越
谷
駅
北
口
か
ら
「
朝
日
バ

ス
」
所
要
時
間
20
分
、
花

田
苑
入
口
下
車
徒
歩
1
分

問
合
せ
・
新
座
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課

℡
0
4
8
（
4
7
7
）

1
1
1
1

無
形
民
俗
文
化
財
「
武

州
神
楽
」
は
、
石
山
家
に

よ
っ
て
、
江
戸
中
期
か
ら

現
代
ま
で
、
四
世
紀
、
九

代
に
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ

た
。
神
社
の
祭
り
に
神
楽

を
奉
納
す
る
慣
わ
し
は
永

く
、
石
山
家
の
神
楽
は
近

郷
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
十
世
の
裕
雅
氏

が
発
会
し
た
「
蒼
天
」
の

会
の
求
め
る
も
の
は
、
ど

ん
な
に
厚
い
雲
の
上
に
も

蒼
い
空
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
信
じ
、
前
進
す
る

こ
と
だ
。

「イロハガッパ」の除幕式／志木市本町二丁目本町通り「川口信用金庫」前で

志木市「いろは商店会」が
創立三十周年に、石像「イ
ロハガッパ」を設置

地
域
情
報

会場で展示された美奈子.さんがミュージカルで着用した衣装の数々
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